モンゴルの聾学校での授業を通した教育開発支援の試み by 鳥越,　隆士 et al.
学校教育学研究，2010，第22巻，pp．55-62 55
モンゴルの聾学校での授業を通した教育開発支援の試み













An Attempt of Support to Educational Development in a
School for the Deaf in Mongolia through the Lesson Study
Takashi Torigoe，Atsushi Tomiyama，and Noriko Matsui
(Clinical, Health and Special Support Education) (Nara Prefectural School for the Deaf)
The present paper described an attempt to support the development of education in a school for the
deaf in Mongolia. First, the class activities were observed and found to be teacher-centered and
structural. It was also found that the signed language was used in students' daily lives but the fin-
ger-spelling and oral activities were used dominantly in the teaching and instruction. Second, a
Japanese deaf teacher gave a lesson to 6th-grade pupils with the theme of Japan and Japanese deaf
school. He used only signed language and gesture with some Mongolian word cards and pictures,
without interpreters. We also had a seminar, in which the Japanese teacher's child-centered ap-
proach was mainly discussed. Finally, we discussed the role of the lesson study played in the support
of educational development in developing countries.
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巻末資料１：指導案（抜粋）
(1) 本時のねらい：
①さまざまな方法を考えながら，伝え合う大切さや楽し
さを知る。
②日本の文化や聾学校の様子を知る。
③友達と協力して，モンゴルの昔話や絵本の身体表現を
考えて発表することができる。
(2) 展開（学習活動／指導上の留意点／準備物の順に記
述されている）：
①挨拶
②自己紹介／互いに通じ合っているかどうかを確認しな
がら，板書も使って伝える／名前カード
③日本の文化について知る／日本の国旗や位置，食べ物，
服装，言語について，クイズ形式で進める。子どもが関
心を持って意見を出し合えるように心がける／地球儀，
絵カード，具体物
④日本の聾学校について知る／日本語の他に手話という
言語が存在することを伝える。また，日本にも聾学校が
あることを伝え，手話を使って学習している様子を紹介
する／写真表
⑤絵本の読み聞かせ／日本文化の紹介として，昔話「も
もたろう」の身体表現をする／絵本
⑥相談・練習／2～3グループに分けて，モンゴルの昔
話や絵本の身体表現を考えさせる。
⑦発表／失敗を恐れずに，明るく元気よく表現すること
の大切さを理解させる。
⑧まとめ／音や声がなくても，表情や身振りなどを使え
ば通じ合えることをおさえる。
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⑨終わりの挨拶
巻末資料２：モンゴル人教師による研究授業の感想の抜
粋（括弧内は，本論文執筆者によって付記されたオープ
ンコードである）
A．授業はとても面白かったです。日本とモンゴル国の
国旗，歴史，文化，食事，衣服，言語について質疑応答
の形式で授業を行い，比較しながら教えたのが分かりや
すかったです。生徒たちのしたことを褒めながら励まし
ていました。昔話を生徒たちに分かりやすく手話してい
ました。教師が，教えているものを完全に身に付けて，
上手に演技していることに感動しました。（授業が面白
い，質疑応答の形式，ほめる－励ます，上手に演技）
B．聴覚障害の特別支援学校6年生A組を教える日本人の
教師の授業を見学しました。モンゴル語やモンゴルの手
話は分からないけれども，ジェスチャーや顔の表情など
でお互い理解し合いながら，面白くて素敵な授業を教え
ていました。（手話はわからないが伝わった，ジェスチャー
や表情，面白い授業）
C．モンゴルの子どもたちに日本について紹介してくれ
て新しい知識を与えるとともに，子供たちにやる気を起
こして，子供同士を競争させながら教え，その都度その
都度評価し褒めているのは正しかったと思います。（手
話はわかないけど通じていた，ジェスチャーや表情の活
用，面白い授業，子どものやる気，日本についての知識
を提供，ほめる）
D．先ず，日本人の若い教師の将来の仕事や人生に幸福
を祈りします。この教師はとても素晴らしい授業を教え
てくれたことを嬉しく思います。この授業は授業という
より，劇のようで素晴らしかったです。日本語や日本の
手話は分からなくても，全ては分かることが出来ました。
たくさんのことも身に付けました。これは例えば，１．
感動や身振りをどういう風に表現するか，２．新しい言
葉をどういうふうに教えるか，３．教えているもの全て
が授業に関連していること，４．子供の想像力をいつも
発達させていること，などは興味深かったです。（素晴
らしい授業，劇のような授業，手話や言葉はわからない
が伝わっていた，感動を表現，新しい言葉，子どもの想
像力）
E．今日のオープン授業は興味深かったです。聴覚障害
の教師が，生徒たちと一緒に行動する，彼らにまね出来
るよう教えるなど興味深い形式で授業を行いました。モ
ンゴル民間昔話，絵本などをどのように演じて表現でき
る可能性があるのかを見せました。聴覚障害児童の特徴
に合わせた教育内容，教授法を身に付け，教師の私たち
が試しに仕事に取り入れることが一番だと思いました。
昔話の内容を絵で表す教材を作成する時にやりやすい口
承文芸形式で作ったイラスト教材が非常に必要です。就
学前の年齢の子供たち及び低学年の生徒たちに適する本，
参考書などをどのように準備するのか，授業の準備をど
ういうふうにするのか，さらに教師と生徒がどのように
交流するか等を相互協力や経験から学びたいです。（表
現，イラストの準備（教材），教師と生徒が一緒に行動，
児童に合わせた内容，児童に合わせた方法，イラストな
どの視覚的支援）
F．授業の内容を分かりやすく見せました。絵や手話を
利用して授業を面白く教えました。また，日本・モンゴ
ルの昔話を手話や顔の表情で表したのは昔話を面白く分
かりやすくしました。（わかりやすい，絵を利用，面白
い授業，顔の表情）
G．授業の内容をはっきりと面白い方法を使って子供た
ちに理解させているのは本当に気に入りました。又，日
本の昔話を，手話を使って非常に面白く教えてくれたこ
とに感謝しています。（面白い方法で子どもたちに理解）
H．授業をする時に，生徒たちのやる気を起こして，十
分参加させることが出来ています。教師は教えているも
のを十分身に付けて，上手に演じていました。昔話を生
徒たちに分かりやすく手話していました。民族の異文化，
習慣，衣服，食事などの違いを簡単な方法で絵を使いな
がら理解させているのはとても気に入りました。（やる
気を起こさせる，十分な参加，上手に演じる，生徒にわ
かりやすい，絵なども利用）
I．本授業を見学して，若い教師が体，心，持っている
知識をフルに使って教えている姿に，誇りを感じながら
見ていました。授業者が，「演じる」という能力を高い
レベルで修得していること，そしてとてもうまく子ども
たちの注目を集めていることに感心しました。自然言語
である手話を使って授業を教えることが生徒にとってど
れほど興味深く，また効果的であるかを肌で感じました。
（演じる，子どもの注目を引く，手話で教える，興味深
い，手話で教えることの有効性）
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